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in Senshuが行われ、「当院における大腸疾患の

腹腔鏡下手術の現況」を報告しました。 

 当院の大腸がん手術は年々増加傾向にあり腹腔

鏡下手術の割合が多くなってきています。地域連

携で、1人でも多くの患者さんが早期発見で、な

るべく侵襲のない手術（腹腔鏡下手術）で癌を克

服できればと思っています。 
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